
水
温
三
稲
の
生
育
と
の
闘
係
、

第
一
報
議
報
)

農
事
博
士

i丘

藤

蔦

太

郎

岡

村

保

緒

雷

コヨ

古
川
樽
士
〈
t
は
濯
概
水

ω温
出
肢
が
稲
作
に
及
品
拙
す
影
響
を
山
明
ら
か
に
ぜ
ん
ざ
し
て
大
正
十
三
年
よ
り
昭
和
二
年
迄
山
由
ケ
年
聞
東
京
俗
画

夫
薗
培
農
場
部
に
て
賞
蹴
そ
行
ひ
た
り
。
其
時
の
水
温
は
混
一
五
度
.
二

O
度
、
二
六
度
、
三
二
度
、
三
七
暖
及
向
然
温
な
り
し
・
か
其
結
果
、
鳩

-牧
種
物
の
質
量
.
相
恨
の
重
量
.
首
平
丈
.
分
諸
機
叡
に
於
て
場
三
二
度
が
阻
阪
商
に
し
て
二
六
度
之
に
次
ダ
て
優
良
の
成
績
を
示
し
た
り
。
自
然
溢
度

ハ
平
均
ニ
四

l
二
五
度
)
は
長
三
位
打
ゆ
り
@
溝
三
七
度
の
伐
績
よ
一
五
度
の
も
の
に
翁
ん
き
近
く
し
て
共
に
其
必
績
の
兵
器
し
き
h
T
見
た
り
。

水
M
m
と
織
の
信
書
月
と
の
関
係
、
第
一
刻
ハ
抽
閣
制
相
以

九
五

著
者
等
は
右
の
賞
品
取
さ
全
:
別
に
併
か
ム
偶
然
・
」
殆
ん
き
同
様
の
賞
厳
を
行
ひ
た
り
。
昭
和
二
年
よ
り
昭
和
四
年
迄

ω朋
聞
に
凶
回
賞
峨

を
繰
り
返
し
た
る
の
み
な
ら
?
倒
今
日
貨
臓
を
憎
鱒
し
つ

L
あ
り
。

遊
に
官
験
装
置
の
慨
要
を
説
明
せ
ん
に
ぷ
川
前
究
所
西
門
閣
士
山
川
設
計
じ
よ
h
v
て
温
室
内
に
設
け
た
る
恒
温
土
療
用
水
槽
を
用
ひ
た
り
。
事

昆
-
い
示
せ
る
が
如
く
温
室
内
に
八
個

ω水
槽
令
作
h
v
、
各
水
槽
を
別
々
の
電
熱
器
に
て
加
熱
し
、
別
企
の
自
御
調
節
駿
置
に
よ
り
て
各
槽
々

恒
温
に
保
ち
た
り
。
各
水
槽
に
は
八
個
の
凪
形
ポ
ッ
ト
を
挿
入
す
。
ボ
吋
'
ト
は
稲
紛
糾
.
内
部
は
ペ
ン
キ
撃
の
に
し
其
口
座
中
ハ
寸
ハ
面
積
は
悶

構
九
千
九
十
ご
分
の
一
民
)
深
さ
七
寸
ざ
す
。
各
水
槽
の
温
度
は

F
S岱
言
。

z
s
p・3
駐

製

出
S
H
E
-由

E
E
P目
宮
2
5
?



水
舗
と
稲
の
生
育
と
の
関
係
、
徳
一
報
ハ
曲
隔
制
帽
ν

F
Z
E吋
島
市
町
に
よ
り
て
自
配
せ
し
む
。

丸
大

各
ポ
ッ
ト
に
水
柏
酋
-
本
宛
又
は
二
本
自
列
島
官
械
ゆ
。
ポ
ッ
ト
中
に
は
水
々
濯
翻
せ
り
。
右
の
襲
置
に
よ
り
て
水
槽
の
水
温
を
成
る
温
市
川
に

第一圃.雌其 J

水温さ摘の分型車散さの闘係
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E誕

数

九
月
七
日

九
月
四
日

九
月
一
日

八
月
廿
九
日

入
月
サ
弐
日

八
月
サ
一
一
一
日

入
月
サ
日

八
月
十
七
日

八
月
十
四
日

八
月
十
一
日

八
月
八
日

λ
月
五
日

“ 
八
月
二
日

七
月
三
十
日

七
月
廿
七
目

、

昭

和

二

年

t
'
'
S
E
E
-
-
F

、.ass-
、

開
査
局
日

2 

-
定
す
れ
ば
ポ
ッ
ト
の
ゆ
の
水
温
及
土
壊
温
ち
従
っ
て
一
定
す
。

謹
じ
凶
回
の
賓
肢
の
結
巣
々
櫨
め
て
第
〕
抑
制
さ
し
て
報
告
せ
ん
さ

す
。
山
川
建
親
し
て
賓
蹴
し
後
日
遁
繍
訂
正
す
る
の
機
あ
ら
ん
さ
す
。

賞

験

其

一
、
方
法

昭
和
二
年
七
月
廿
℃
日
ょ
の
九
九
七
日
高
賞
陰
す
u

疎
め
ポ
ツ

ト
に
神
力
の
稲
荷
を
一
本
宛
定
輸
し
置
曾

τ七
月
廿
七
日
正
午
じ

各
水
槽
に
入
れ
以
後
三
臼
何
時
自
に
正
午
に
其
草
丈
及
分
襲
厳
令
調

発
せ
h
v
。
ポ
ッ
ト
は
前
記
の
如
く
よ
引
形
に
し
て
口
径
六
寸
、
深
さ

七
寸
な
る
が
之
に
畑
の
土
療
を
一
貫
fn.00匁
入
れ
突
の
肥
料
を

基
肥
ざ
し

τ施
し
た
り
。

堆

七
.
七

g

肥

人

糞

-五
J
-
-
g

原



大

豆

粕

0
.九
g

愉

貰

粕

七
五
g

A

湖
蝿
眼
石
灰

0
.四
g

草

木

灰

一
、
九

g

石

灰

0
.八
g

温
度
は
自
然
様
.
温
ニ

O
段
、
一
二
川
問
、
五
度
.
一
ニ
九
度
、
間
三
、
五
度
、

温
度
に
し
て
日
々
の
卒
均
温
度
・
か
二
山
、
一
度
乃
至
二
九
、
八
度
の
捜
温
仏
h

り
ざ
す
。
而
し
て
そ
の

一
日
の
卒
均
渇
度
は
午
前
卜
時
及
午
後
四

刊
八
度
.
五
二
、
五
度
‘
五
七
虎
三
す
。
自
然
温
さ
は
温
室
内
の

時
の
温
度
の
卒
均
ご
す
。

試
験
中
は
草
丈
.
分
藁
数
、
生
育
蹴
抗
、
及
閥
花
期
等
々
調
資
し
た
る
に
開
花
結
貸
す
る
や
不
幸
じ
し
て
鼠
が
室
内
に
入
。
て
徳
及
楓
米

を
寄
せ
し
，か
故
じ
其
牧
量
調
証
金
完
全
な
ら
し
む
る
こ
さ
絶
は
ぎ
り
し
身
重
惨
さ
す
。

二
、
介
護

水
温
さ
稽

ω分
鷹
取
さ
の
脳
係
は
第
一
表
の
如
し
u

分
襲
眠
は
八
株
の
卒
均
な
り
。

(sm-
園
)

溺

l
附

込
戸
前
川
川
薗
Q

M

U
ザ

潮

崎

沖

水
滋
と
穏
の
住
者
同
と
の
州
係
・
第
一
一
戦
‘
幽
障
制
帽
U

九
七
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第二国賓験其-ー

水温さ稲の草丈さの闘係
水
旧
制
と
網
の
生
育
と
の
醐
係
、
第
-
報
福
山
報
)
識

川

掛

雪面

選1;

国

「

E
↓a
l
↓l
E

E 

書留

同
C

。

5ヨ

民

→ 

ii! 

=辛

江E

決
節
目
川

E
揺

話

白
晶
・
伊
。

計
五
噛

FE--+ロ

4 -一一一一一-戸.♂.--'
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90 
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一一自然風
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一一 :~4.õoc
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・・・・・・ 43.50C 
叫_4I!oG 

{o 

50 

き辛
江E

→ 
持i
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+ 
きを
田

担・。。

九
月
七
日

九
月
四
日

九
月
}
日

八
月
江
町
九
日

八
日
静
六
日

八
月
廿
一
『
一目

前
ハ
月
サ
日

八
月
十
七
日

八
月
十
四
日

λ
月
十
-
日

<15 

八
月
八
自

慢
ハ
月
五
日

八
月
二
日

七
月
三
十
b
H

七
月
サ
七
日

}
昭
拘
二
年

創

ra--〈I
S
1

4

覇
者
月
日
・

一O
O四

ギ警
度 ニー
表

iこ 0)
於如 .
てく I~割
担遺 ， I ， 
一一

品
目
・
3
。
1
1申
叶
。

古Eが
比
較
的
に
早
〈
自
然

温
(
罷
二
回
.

九
、
八
度
〉
及
一
ニ
O
慌
に
・

於
て
も
品
川
ん
き
前
省
さ

同
じ
き
時
日
夜
は
-
日

位
遅
れ
て

m徳
し
た
る

が
‘
三
九
度
に
て
は
六

!
九
日
遣
れ
た
り
Q

五
.
生
育

Et、揺

す O
長宅
及ー・
自号
~ ~ 
温瓦



に
て
は
稲
は
生
宵
し
た
れ
き
も
川
崎
三
、
五
度
及
そ
れ
以
上
の
も
の
は
生
育
す
る
こ
さ
能
は
?
し
て
緒
死
せ
の
。
前
詳
細
に
漣
ぺ
ん
。

四
一
ニ
.
五
度
じ
て
は
試
融
若
手
一
一
百
後
円
七
月
三
十
日
〉
の
朝
に
は
令
部
業
の
先
端
が
黄
色
ざ
な
り
三
十
一
日
夕
刻
迄
に
は
獲
は
全
榔
黄

R
-

し
で
姥
き
た
り
。
八
月
五
日
に
は
全
く
枯
死
す
。

四
八
度
i

五
二
.
五
皮
及
五
七
度
じ

τは
試
脂
若
手

ω翌
日
(
七
月
二
十
八
日
)
の
正
午
頃
に
は
漢
の
先
端
弘
宮
崎
渇
き
始
め
其
翌

a
(二
十
九

日
)
じ
以
全
く
矯
き
て
先
端
を
下
垂
し
.
椅
何
せ
る
観
令
呈
し
.
三
十
日
午
前
八
時
頃
・
い
は
何
れ
も
華
の
基
郁
よ
り
抜
け
落
ち
て
倒
れ
た
り
。

併
し
な
・
か
ら
枯
苗
は
街
締
色
b
T
露
せ
り
。

六
、
綿
括

此
賞
睡
眠
じ
於
て
は
水
温
か
と
図
、
五
度
の
時
に
介
護
最
九
大
じ
し
て
草
丈
も
太
且
つ
出
穂
ち
早
し
。
三

O
度
に
於
て
は
分
藁
は
三
回
.
五
度

の
時
p
h
w
h
し
て
劣
り
た
れ
き
草
丈
及
出
絡
は
三
回
、
五
度
の
時
さ
大
要
閉
じ
。
三
九
度
さ
な
れ
ば
雨
温
度
に
出
し
分
礎
及
草
丈
に
於
て
劣
る

の
み
な
ら
?
山
川
徳
明
は
六

i
九
日
選
る
L
が
放
に
其
水
温
は
稲
じ
制
到
し
高
温
に
遁
仁
三
玄
ふ
ぺ
し
。
四
三
、
五
虎
及
茸
以
上
さ
な
ら
ば
稲
隊

全
く
生
長
せ
?
し
て
鉱
日
に
し
て
枯
死
す
。

叉
分
蔑
の
遁
温
さ
草
丈
の
遁
溢
さ
は
一
致
せ
歩
し
て
後
者
は
前
者
よ
り
も
精
低
き
が
如
し
。

賞

験

其

一
、
方
法

温
室
を
利
用
し
て
昭
和
二
年
九
月
一
日
よ

O
十
二
月
合
八
日
迄
水
温
さ
稲
の
生
育
さ
の
貨
験
そ
な
す
。
稲
は
刷
力
h
T
用
ふ
。

温
度
は
場
三
園
、
五
度
、
三
六
度
、
一
ニ
七
.
五
度
及
三
九
度
さ
な
し
に
。
。
前
賓
臨
帽
の
精
岡
市
稲
の
生
育
は
三
幽
、
五
度
に
於
て
骨
肉
佳
良
じ

tv

水
鼠
と
織
の
生
育
と
の
鴫
係
、
場
一
報
ハ
岨
聞
報
d

。
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水温さ稲の分襲数さの蹴係賞厳其二第三園
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士
百
征
軍
属
明
ロ

十
二
月
品
田
互
羽

十
二
月
金
二
百

十
二
月
す
乱
日

十
二
且
す
夫
日

十
二
日
剥
す
き
日

十
二

Ha+
日

十
二
週
七
日

十
二
泊
四
日

十
二
週
一
日

十
一
凋
骨
八
日

十
一
凋
廿
五
日

十
一
男
廿
二
日

十
一
男
十
九
日

十
一
月
十
六
日

十
一
月
十
一
一
一
日

十
一
月
十
日

十
一
月
七
日
・

十
一
月
四
日

十
一
月
一
日

2 

十
月
廿
九
日

十
月
廿
六
日

十
月
サ
三
日
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月
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日
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第四表水温さ描の分襲 fk

六寸¥一調蒼育日H型j十五 十八 十十一 十T四 十七十 十サ 十サ三 十廿六 十サ九 十一 十一四 十一包 十一十 十十 一寸六十

! (水錨温~ ~年月日月日月日 月日 月日月日 月日月日 月日 月日 月日月日月日 月日 月日
34.1>01  ].5 ].1}ゑ1 2.6 2.9 3.~ 4.~ 4.; 5.1 7.? ~司 9.9 )].3 12耳 12.4

おo I ].4 ].'1 2.1 2月 36 4λ 5.3 1>.9 6.1. 6.l 6.? 6.~ M 6.162 

~7.150 j ].3 1.6 1.8" 1.Q 2.~ 灼 3.8 4.:!" 4.4 444.7 4暗 4.8 484.13 

:l!i0 ， 1.1 1.6 2.0 2.9 3.3 3.9 4.2 ““ ω ふ1 5.1I 5.3 b.4 5.4 

ぷ
!十十 十サ十サ 十* 十一 十四十七 十十 十十 十十 十十 十* 十* 十* 最初のよ培加の町歎
ー丸}ニー五ーλ 二 二 二 二 一一二六二九二二二五二八

月日 月日月日月日月日月日月日月日月日 月日 月日月日 月日 月日

t 34.50 j山 12.9 ]3.1 13.1 ]2.9 13.l ]3.? 13.~削 13弔問問 1 :t.3 内 ]].8

部。 I8・16:1 6.3 6.6- 6号 7.f) 7.'l 7司 7.3 7.:1 7.:1 7持 7.:1 7.:1 5.9 

問。 r 4.!1 5.1 6.3 6.6 7.3 7.8 8.3 8.1I 8.:1 8.3 8.3 P.:I 8.1I 8耳7.1)

390 r 5.4 5.4 M 5.4 54 5・454 5.4 5.45・4 5.5 5.65.6 5.6 4.5 
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"!..!~程表 s寝苦土台 I~'財輔さ~.1.l!:.!!!J!士側紛争Jド中立"'1i・t慢のbぽ思5剖祖ELlg時現緯'/)持・{l~.w.(l ;ぎと:-a

111" .時制

'*号車ヤ』謹S働制ヤJ8轟経~穂積ヰ....).;_!・0堤盛時~給量同制8~....)U +~く吉正81母:if'fJ ~O (浴田園)

第五表水 i晶さ宿の草丈 (cm)

十八 す十 十十十十十ー十一十一十一十 十四十七

一 一 一

十十

一
訳里十五

年月日 月日 月日
四七十士月士，日、 十ー
月日 月日 月IL_J3i 月2月日 用日 月日且日. 

34.!)0 I 5(1.6 55.3 61.1， 65.2 66.5 67.0 67.!5 67.4 67.4 68.0 7(1.f~ 7o/{ 78.時

36。 50.司 56.!) 59.': 6o.'! 61.'l 61.司 61.3 61.1 62.0 61.3 65.:{ 66.7 

51.7 54.!5 55.6 55.9 5時.リ 56.l 56.1 &6.4 56.司 5R.O 58.4 57.9 

39。 5究.lJ o8.0 59.4 59.7 59.9 6M  60.() 60.1) 59.号 60.'} 60.・3 60.4 

ぷ11:zf-2十*十 十四 十七十十 十十 十十十十 十廿 十仕

-^二 一 一 一 二三ご六二九 一一 二五一 } 一 一月日 月日 月日 月日 月日 月日 月日 月日 月日 月日 月日 月日 月日

82.1 82.5 83.1 8?3 83.4 8:{.4 83.6 83.7 83.8 83.8 83.9 83.9 

36。 69.4 70.4 71.4 79.4 73.1) 73.7 73.9 74.1 i4A 74.4 74.ち 74.~ 

58.7 60.1 60.9 6j.暗 C7.'} 68.1 68.4 68.6 68.7 6~.6 68.7 6~.7 

390 5o.() ô5.~ 55.2 55.司 56.'1 56.1 56.'~ 56.4 56.!) lj6.'i 58.4 58.4 

十十 十十

一ー一 ー大

月日 月日

80.'1 81.7 

67.6 6司.l

58.7 o9.o 

o9.7 58.() 

十廿 債の

T旬長伸二八

月日

84.1 3:Vi 

74.7 :!7.1 

611.暗 20.4 

58.9 9.包
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十
一
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八
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十
一
月
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十
一
月
サ
二
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一
月
十
九
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十
一
月
十
六
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十
-
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三
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一
月
十
日

十
}
月
七
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一
月
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日
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目
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六
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時

十
回
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三
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十
七
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水
晶
と
鍋
の
生
育
と
の
聞
係
‘
第
一
抑
制
(
織
訪
朝
)

。

第
五
表
じ
よ
れ
ば
稲

ω草
丈
は
遍
三
凶
、
五
度
に
於
て
最
も
良
く
仲
ぷ
る
を
認
め
‘
之
よ
h

り
高
温
さ
な
れ
ば
願
衣
に
椙
の
伸
長
は
悪
し
〈

な
り

τ三
九
度
に
は
最
h
悪
し
品
。
そ
見
た
り
。
よ
り

τ三
岡
、
五
度
以
上
に
は
稲
の
伸
長
に
最
高
思
の
温
度
は
存
在
せ
ぎ
る
令
知
る
。

四
.
風
乾
物
量

十
二
均
二
十
八
日
に
賓
磁
を
終
h

り

τ稲
株
戸
線
沿
含
む

)ω
風
乾
物
量
令
調
貸
せ
り
。
其
結
果
は
第
六
表

ωMWし
。
十
六
株
の
卒
均
な
り
。

刷

制

刊

副

掛

きキ
ー一一・臨

部
勢
ごう
掴
持
~ 
陣

蕗
-1---・々
時
c: 

白
色宮

出

頭

白
ι

目・伊。

臼
戸
田
。

ーキ

u 
0> 。

同由・∞

l
努
δ
国
伊
蝿
刊
蜜
陣
四

同一回・臼

喧

叫

母

-a

第
六
表
に
よ
れ
ば
稲
の
生
育
は
水
温
三
回
、
五
度
以
上
さ
な
る
や
高
温

ω順
序
に
害
せ
ら
れ
て
其
風
乾
物
量
の
減
少
せ
る
た
認
む
。

宜
、
締
括

岨
民
峨
其
一
に
於

τ稲
の
生
省
同
は
水
温
三
四
、
五
度
に
於

τ甚
良
好
に
し
て
三
九
惜
敗
に

τは
箸
し
く
劣
り
た
る
が
、
雨
浪
度
の
聞
に
最
油

ω

温
出
足
・
か
存
在
す
る
や
否
ゃ
を
見
た
る
に
.
右
の
結
果
に
よ
れ
ば
三
凶
、
五
度
以
上
さ
な
れ
ば
稲
川
引
分
張
、
華
の
伸
長
及
成
育
は
悪
し
く
な
る

が
放
じ
三
回
.
五
度
以
上
に
は
妓
遁
温
な
き
こ
さ
明
ら
か
な
り
。

賞

験

其

]
、
方
法

昭
和
三
年
七
月
品
川
一
日
よ
り
九
月
廿
九
日
迄
賞
験
す
。
其
方
法
は
前
二
賓
輪
三
同
じ
。
相
は
紳
勺
な
り
。
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第七表水温さ ー稲の分藁数

ぷ?
語七舟 A=- ^九八十 λ十八十八骨 λ骨川入一九一丸五 11八九十九十丸十九一九骨九骨岬九日月よ勿哩2殿り圃 I
ー一 二五八一四七十 一 四七十三大

~日且日 月日旦日月日且日月日月日月日月日月日月日月刊回目耳目月日月日月日月日目

1".0 r.O f'.4 F.6 6.1 6.~ 7.3 7.'8 7.9 11.0 !!.1 Jl.君 II.!"> !!ス 4.2 

300 '.1 ~.!J 3.4 1l.8 5.li ~.苛 6.6 6.6 6.6 M 6.'; 6.6 酔.6 6.6 :t.ii 

320 2.5 ?li 2.9 3.3 4.1 5.6 5.8 1l.9 5.9 ~.O 6.0 6.0 5.() tl.O 11.0 ll.5 
一 一
340 2.7 2.9 2.9 :'1.1 F.1 M 6;6 6.7 久9 6.9 6.9 6.9 6.9 6.9 6.9 tl.9 tl.9 6.9 4.3 

360 4.4 4.5 4.8 
5.1…三1 fI3 8.48.!i 11.4…一一 8.4 8.4 4.6 1 
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第八表水温さ栢の草丈 (~m)

\水胴罷\圃差月)~四田時区「舟日 λ λ 入十月 λ 十月 十八月
八
八サ月 2 

八
九月 九

九
十月九 九月‘十 九七十月 九サ月 ii鑓月月 サ月 月 月 月

三九 i- 一五 八 十二五 入 一 四 台 一 一 四日日 日 日 日 日 日 日 日 日 日 日 日 日 日 H 日自然温|…q…7…69'!.7 92.8 92.9 !I~.I) 93.1)制郎1仰 7/91.4
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四
‘
山
山
総
制

水
温
三
樹
の
出
徳
刷
乏
の
闘
係
は
第
九
表
の
切
I
H
-
A
隊

ω卒
均
さ
す
。

山
副
社
側

、」
下r

前

(/. 

~ 

議

E 

~ 

E 

5浮

宮司

一
計
宝
・
I
B
-
-
4・
阿
国

一
塁
・
立
国

1
渋
泊

-Z，一

一

ミ

コ

・

い

国

一

片

週

十

〉

巴

一

問。。

白
日
。

e.> 
串。

ゆEE
a ~ 
'遺

墨田 日現

沌
F

泊
・
け
田
・
l辿
F
E

当
F

油
〉
国

同
F
H
山
・
午
阿
国
1
去
-
M
F
E

H
F
週
由
一
》
田

第
九
表
に
よ
れ
ば
自
然
温
合
二
、
二

l
三
八
、
八
度
)
じ
於
て
出
穂
最
も
早
く
し
定
三

O
度
之
に
衣
ぎ
て
早
《
之
よ
h
q温
度
上
M
押
す
る
に
待

ひ
て
漸
次
に
出
絡
は
遅
れ
た
り
。
而
し
て
温
度
二
度
ι
佐
官
同
り
る
何
時
じ
出
穂
以
約
六

l
八
日
遅
れ
た
り
。

五
ぺ
風
乾
物
量

稲
川
り
生
育
さ
水
温
さ
の
聞
係
々
見
ん
か
誌
の
に
其
風
乾
物
量
(
椿
も
根
色
合
む
〉
b
T
調
資
せ
h
v
o
八
抹
の
平
均
さ
す
。
其
時
凶
棋
は
挽
の
切
し
。

満

十

時

決
前

ω母
句
、
画
持
審
開
ハ
l
帯
G
U
岡
崎
ν

白
や
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‘S 
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抽
担
。
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栄

一
;
努
吊
u
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制
持
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週
間
同

間

ハ
獅
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回

E落

lJal 

】
吋
・
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ハ
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・
叫
)

』
咽
・
伊

間
吋
・
h
F

日

H
o
n
-
H
M抑
制
n
b
u
v
営
占
。

右
風
乾
物
の
量
は
第
七
表
の
分
離
数
じ
相
感
じ
て
水
温
三
六
度
に
最
大
、
コ
一
幽
忠
之
に
失
ぎ
、
三

O
度
、
三
二
度
に
於
て
劣
れ
り
J

質
勝

器
保

米
沼
田
と
掴
帽
の
俊
帯
同
と
の
凶
係
.
第
一
報
激
報
d

-
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九
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九
月
八
日

八
月
五
日

九
月
こ
日

八
月
品
川
日

入
月
サ
七
日

八
月
サ
四
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A
月
サ
一
日

λ
月
十
八
日

入
月
十
五
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λ
月
十
二
日

八
月
九
日
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八
月
六
日

λ
月

三
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七
月
品
川
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七
月
サ
λ
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七
月
比
u
五
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七
月
サ
二
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七
恩
十
九
日

昭
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四
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調
査
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六
度
瓜
共
に
劣
れ
の
。

水
泊
四
と
掴
慣
の
生
育
と
の
闘
係
.
第
一
報
ハ
操
船
帽
〕

}
一
四

よ

O
て
全
期
生
遁
じ
て
考
ふ
れ
ば
水
温
三
二
度
の
時
伸
長
最
-
A
M
円
に
し

τ三
O
度
に
下
れ
ば
劣
る
の
み
な
ら
?
、
三
凶
度
に
於
て
も
少
し

〈
劣
れ
る
が

'T¥
一
二
六
度
に
上
れ
ば
伸
長
箸
し
く
劣

Haり。

第
十
一
表
に
比
す
れ
ば
伸
長
の
遁
温
は
分
嘆
の
遁
温
よ
り
低
き
を
見
る
こ
さ
前
回
の
賞
臓
に
於
て
見
た
る
さ
同
じ
。

自
然
温
は
七
月
じ
卒
均
三
間
度
、
八
月
三

O
度
、
九
月
二
五
度
な
る
が
草
丈
の
伸
長
は
極
め
て
良
好
な

O
し。

曲
、
山
穂
.
開
花
始
及
完
熟
朋

水
温
さ
椙
の
出
穂
始
.
開
花
始
及
完
熟
明
さ
の
聞
係
ぞ
調
貸
せ
り
。
其
結
呆
は
第
十
三
表
の
加
し
。
十
六
株
の
卒
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さ
す
。
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時
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出
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完
曲
聞
か
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も
早
〈
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之
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温
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高
ま
る
じ
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ひ
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突
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第十四表 』枚盛物調売(一株につきて)

水 然 300 320 340 360 

t息 2長 量r 36.3 31.4 (32.7) 32.3 24.9 

ー重 重 量日 15.0 14.1 く12.9) 1:'1.3 7.5 

tるS霊叡童E定に歩聖母す合 F 。ど 41.5 44.7 (311.7) 4(1.7 30.1 

蔓 重 量百 21.3 J7.:J く1仇8) 19.0 17.4 

穏 の 教 11.3 HI.s く11.0) 1(1.9 8.4 

得 長 cm 72.3 7:'1.1 (76.~) 
， 
76.1 f6.8 

穂車自の長 cm 1M 1M (TP.7) ItU 16.0 

惨事震の数 7.耳 8.3 (7.9) 7.9 7.4 

一穂の狩量生 57.5 64.8 (69.1) 65.0 58.1 

-~容の担t 歎 合.7 11.5 く11.6) 5.9 1l.~ 
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制
闘
と
掴
帽
の
生
育
と
の
関
係
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第
一
報
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一
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時
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制一
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・
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・
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畠
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h
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日
由
・
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時
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・
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ハ
同
時
・

4
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凶
品
・
h
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日
開
・
品

喜怒
¥IfII 

-75き
NEg2gohU3Fハ
お
器

-ny守
「
骨
骨
ぎ
「
博
一
二
宮
N
E
gmH議圃
3
0・P

第
十
凶
表
に
よ
れ
ば
三
六
涯
は
高
温
じ
過
ぎ

τ帽
重
量
、
厳
重
、
其
他
凡

τの
事
項
に
於
て
他
じ
比
し
て
劣
れ
り
。
此
事
た
る
.
賞
験
其
一
守

の
結
果
さ
一
致
し
(
貨
融
其
三
さ
は
相
違
す
)
て
確
置
な
り
さ
云
ふ
ペ
し
。
一
-
一
四
市
段
、
三
二
陵
及
=
一

O
山
崎
ぞ
比
較
す
る
に
鍛
航
に
闘
し
て
は

一二

O
度
が
最
ム
良
好
ム
ゆ
り
。
綿
重
量
特
に
藁

F胤
て
は
三
ニ
J
一
二
四
一
度
・
か
最
a
h
良
好
な
る
が
加
し
。
資
蹴
兵
一一一に
於
て
は
三
凶
度
が
三

O
度

一
一
一
一
度
に
比
し
て
風
乾
物
は
大
な
り
し
。

自
然
温
以
一
日
の
.
平
均
温
が
七
月
に
三
凶
慮
、
八
月
に
三

O
度
、
九

H
に
二
五
度
以
わ
し
が
其
峨
繍
良
好
に
し
て
組
重
量
故
に
般
箪
量
等

に
腕
レ
て
は
他
の
温
度
の
も
の
よ
り
も
反
っ
て
慢
の
た
む
。

六、
・
楠
括

分
雄
以
の
目
減
遁
溢
は
三
四
度
、
草
丈
の
最
遁
温
H
W
三
二
車
、
藁
生
産

ω最
湯
温
は
一
二
一
了
三
川
度
、
鍛
位
に
最
遁
滋
は
コ

δ
度
な
り
。
時

し

t
開
花
.
結
賓
及
完
熟
は
水
温

ω高
ま
る
礎
遅
れ
た
り
。

考

察

-
、
回
同
遁
水
温



酒
生
育

ω目
減
渇
水
温
は
之
を
細
か
じ
考
ふ
れ
ば
、
稲

ω品
種
に
よ
り
て
異
る
ぺ
〈
、
又
除
の
分
高
知
じ
胤
到
し
‘
成
は
隼
主
に
射
し
、
或
は
輯

牧
設
に
針
し
叉
藁
状
量
に
劃
し
て
各
呉
る
べ
し
。
前
遁

ω知
〈
帥
力
乙
就
き
て
試
厳
し
た
る
結
巣
よ
h

り
稲
生
青
山
刀
日
以
遁
水
温
b
T
推
定
す
れ
は

第
十
五
表
の
如
し
。

第
十
五
表

最

遁

水

担

楓

(

遥

)

!昔話
資

験

i 。l四、度 主主
一五
四

一、
五

事t

一一一一一ー 験一一ー四四 E叫

五 又五f、 五段
l 〆叉、叉f、 英
，、..、 J、

以下、J 以下v 以下u 
一

賀

験

. ・/一、 =一= 三一三

エハ O 四It叫量 :}I; 
I 0 
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一一ー，-&、-

、J

望E

険

一一一一一一一一一一一一
0 四二四度 其

四
、J

側
考

〈
・
〉
印
は
由
時
な
生
3
0

右
に
よ
り
て
長
治
水
温
を
推
定
す
h
J
ば
制
力
に
就
き
て
は
分
藁
の
最
渇
水
温
は
遍
一一
一
四
度
前
後
心
し

τ‘
草
丈
伸
長
の
最
渇
水
滋
は
選
一
二

0
1三
二
腹
ハ
又
は
三
四
度
迄
)
、
織
物
飽
風
乾
物
量
を
忽
か
ら
し
む
る
U
M
渇
水
温
は
活
三
凶
ハ
三
一
一
1

2

2
ハ
)
度
、
毅
牧
量
じ
ぷ
泊
水
温
は
同
盟
叶

三

O
度
前
後
の
仰
し
。
き
れ
ば
之
命
総
括
す
れ
ば
掃

=ro---一
四
度
の
水
温
広
ら
ば
栢
は
極
め
て
良
好
に
生
育
す
る
も
の
さ
云
ふ
ペ
し
c

吉

著
者
等
の
貨
酸
結
果
さ
よ
く
-
致
せ
の
。

川
樽
士
・
か
闘
取
そ
用
ひ
て
-
五
度
、
二
六
度
、
三
二
度
、
及
三
七
度
の
水
温
-L
て
陥
較
範
培
し
た
る
豆
一
三
度
が
長
良
の
成
績
h
T
示
せ
る
は

、iJ

、，，

、。

四

五

梢

ω開
花
の
最
遁
気
温
・
ド
就
き

τは
刷
峰
博
士
じ
は
揺
三
五

l
四
O
度
、
野
口
一
樽
主
(
小
林
」
ぐ
は
三

O±
二
度
、
瀧
口
民
日
し
は
ニ
ペ

l
一手

水
引
と
憎
の
生
育
と
の
醐
係
、
第
一
翼
幅
用
報
)

一
一
七



水
漏
t
積
の
生
肴

t
の
鵬
係
、
第
一
報
噸
報
)

二
八

O
度
さ
せ
り
。
三
氏
の
結
同
棋
は
一
一
放
ぜ

g
れ
き
am
之
を
綜
合
す
れ
ば
前
議

ω稲
ω
生
宵
山
町
長
渇
水
温
玄
関
住
の
ぷ
油
気
温

εは
大
差
鎌
倉
も

め
ざ
推
定
せ
ら
る
。

ニ
‘
水
温
さ
山
川
線
、
開
花
.
成
熟
朋

水
温
ま
出
線
、
開
花
‘
或
黙
り
時
期
さ
の
蹄
俸
を
見
ゐ
に
堀
一
戸
一

O
度
乃
歪
三
九
度

ω賞
験
£
於
て
は
温
度
の
高
き
四
時
其
川
穂
.
開
花
、
成

熟
問
は
漸
突
に
規
則
正
し
く
連
れ
た
り
。
而
し
て
水
温
が
二
度
高
ま
る
M
W
に
出
穂
瓜
約
四

i
八
日
遅
れ
た
る
を
見
た
り
。

水
温
が
高
ま
る
揖
め
に
葉
山
山
線
、
開
花
、
戎
熟
山
遺
る
』
は
温
度
が
其
直
披
原
因
な
る
か
、
戒
は
温
度
の
上
昇
に
伴
ふ
土
濃
中
の
肥
料

ω

分
解
が
よ
丸
準
行
し
て
養
分
の
供
給
ず
十
分
な
る
錨
め
に
起
り
し
桔
刷
用
な
る
や
、
成
は
叉
他
の
原
闘
に
よ
る
色
の
な
h

り
や
院
別
す
る
こ
さ
飽

は
?
。
よ
り
て
後
日
の
賓
験
に
よ
り
て
之
を
確
か
め
ん
さ
す
。

三
‘
高
温

龍
三
凶
、
五
、
一
二
六
、
一
二
七
、
五
、
三
九
、
四
一
ニ
.
五
、
四
八
.
五
二
.
五
.
五
ヒ
度
等
の
水
温
中
に
相
を
義
培
せ
し
じ
=
一
回
、
五
度
が
最
も

良
好
じ
し

τ、
ニ
れ
よ
り
高
温
さ
な
ら
ば
栖
の
生
育
は
順
失
に
不
良
さ
な
り
て
介
護
及
草
丈
に
於
て
衰
へ
た
り
。
市
し
て
三
九
煎
迄
は
向
生

産
や
見
に
る
が
放
に
一
二
九
度
に
劇
割
い
て
は
南
弘
括
坑
力
争
有
す
れ
芯
も
川
崎
三
、
五
度
及
そ
れ
以
上
の
温
度
に

τは
全
く
生
育
せ
守
し
て
試
峨

数
日
じ
し
て
摘
死
せ
る
を
認
め
た
り
。
放
に
稲
の
抵
抗
し
得
ゐ
最
高
水
温
は
三
九
度
さ
四
一
ニ
.
五
度
さ
の
間
に
あ
り
さ
云
ふ
ぺ
し
。

目
、
聾
溢
さ
定
温

幽
定
温
さ
定
温
さ
は
倒
れ
が
稽
の
仲
間
宵
じ
可
私
り
や
令
見
ん
，
か
錫
め
に
賞
厳
其
戸
、
一
二
、
固
に
於
て
は
向
然
温
は
婿
三

O
度
の
定
温
に
沼
mw

な
る
が
欽
・
い
刷
者
を
比
較
せ
る
じ
失
ゆ
結
闘
黙
々
得
た
hv。



賞
品
稼
業

賞

険

業

三

寅

験

其

四

分
薦
問
じ

怠
丈
皿
闇
る

枚
撮
物
多
し

山
山
穂
、
開
花
‘
成
熟
六
l
八
日
目
F

し

自
然
現
「
副
置
市
蜘
)

出
穂
-
日
早
し

出
積
四
日
早
し

分
厳
犬
、
風
舵
物
同
じ

，定
祖
師
一
一
-
O
縫

八
廿
叢
、
草
丈
M
R
'
'
h
s

車
丈
偽
る

右
の
如
く
慢
温
さ
之
に
近
似
の
定
温
さ
応
酬
較
す
る
に
三
回
の
在
職
結
果
は
一
致
せ
ぎ
る
が
政
巳
何
れ
が
優
る
さ
ら
決
定
せ
す
。
此
艶
に
胸

し
て
は
更
に
貨
撒
令
要
す
。摘

要

ハ
一
可
著
者
等
は
昭
和
二
年
よ
り
四
年
迄
に
周
囲
に
分
も
水
温
さ
稲
の
生
省
H

さ
の
胸
係
を
調
資
せ
り
J

用
ひ
し
栢
は
拍
脚
力
ざ
す
。
水
温
は

白
保
温
、
混
一
ニ

O
際
、
三
二
度
、
一
-
一
四
度
、
一
二
川
崎
、
五
度
、
三
六
康
、
三
七
、
五
度
、
二
一
九
渉
、
四
一
二
、
五
度
、
四
八
度
、
五
二
、
五
度
、
五
七

度
等
な
h
u
。

〈
二
可
分
礁
の
最
適
水
温
は
婦
三
四
度
前
後
、
草
丈
の
長
溢
水
温
は
前
者
よ
り
少
し
く
低
〈
嶺
二
一

O
l三
二
度
、
又
は
三
凶
博
司
迄
、
積
物

地
欄
風
乾
物
量
ぞ
多
か
ら
し
む
る
最
渇
水
温
は
輝
三
凶
度
、
却
淑
牧
量
刑
O
H
h
温
水
温
は
通
三

O
史
的
後

ω如
し
。
欽
に
以
上
を
障
措
す
れ
ば
婿
三

O
l三
四
度
の
水
温
は
稲
の
生
省
問
に
遁
富
な
り
さ
云
ふ
べ
し
。

(一
-
C、
活
三

O
度
よ
り
三
九
俺
迄

ω水
温
に
於

τは
温
度
の
高
き
粍
其
出
徳
、
開
花
、
成
熟

ω時
期
は
規
則
正
し
く
遅
れ
た
の
。
煽
し
1

水
温
と
絹
の
生
育
と
の
聞
係
、
第
一
報
'微
報
)

一
-
九

永
温
二
度
b
T
高
む
'
h
d
M
W

に
出
穂
は
約
内
!
ぺ
日
b
T
遅

H
た
り
。

(
四
)
、
揺
一
二
九
度
の
水
温
じ

τは
砲
は
街
描
抗
力
を
布
し
て
生
育
し
た
れ
き
四
三.• 

A
度
に
て
は
金
〈
生
省
同
ぜ
?
し

τ枯
死
せ
り
。
放
に

-生
育
の
最
高
水
温
は
三
九
度
さ
四
三
、
五
度
さ
の
間
に
あ
り
。
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